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国内学協会等の著作権ポリシー共有・公開プロジェクト 

 
筑波大学学術機関リポジトリ「つくばリポジトリ」  

 

 

本プロジェクトでは、教員や図書館関係者の著作権に関する確認作業を容易にすることにより、機関

　リポジトリへのコンテンツの登録を推進することを目的として、国内学協会等の学術出版物の機関

　　リポジトリへの論文掲載許諾状況について調査を行い、学協会著作権ポリシーデータベース（SCPJ

　　　：　Society Copyright Policies in Japan）を構築しています。また、これらの団体に啓発・プロモ

　　　ーション活動を行い、オープンアクセスへの理解を広めています。

　　　　　　　　　　　　　

現在、学協会等に対する調査を神戸大学が、その回答をもとにしたデータ

　ベースの構築を筑波大学が、また、学協会等に対する啓発活動を千葉大

　　学が担当しています。
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SC PJ 

啓発・プロモーション活動

■ワークショップ開催と講演の実施
　2006 年 11 月 16 ～ 17 日に千葉大学で共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今

　2006」第一部　「著作権とオープンアクセス」を開催し、報告とパネルディスカッション

　を行いました。この中で国内学協会のアンケート調査とデータベース化について報告する

　とともに、学協会との間で意見交換を行いました。また、2006 年 12 月 14 日に国立情報

　　学研究所で開催された、「SPARC/JAPAN 連続セミナー第５回」において、「著作権：学

　　会の権利、著者の権利、機関リポジトリへの対応」について講演を行いました。
　　

2006 年 3 月にスタートした「つくばリポジトリ」

（Tulips-r) は、総コンテンツ数 16,800 件を超える

国内最大規模の学術機関リポジトリです。

2007 年度は特に、学内教員へのプロモーション

活動に力を入れています。教員会議などにおいて

プレゼンテーションを行うとともに、各教員の研

究室を訪問して研究・教育成果の発信についてイ

ンタビューをさせて頂き、研究者の生の声を、こ

れからの「つくばリポジトリ」のあり方に反映で

きるよう心がけています。

教員へのインタビュー風景

アンケート調査の実施

■調査概要
SCPJ の構築にあたっては、国立大学図書館協会学術情報

委員会デジタルコンテンツ・プロジェクトが 2006 年 1月に行った調査

結果を踏まえ、学協会等に対し、著作権の取扱い等に関するアンケート

調査を 2回実施しました。

■調査結果
回答のあった 936 の学協会のうち、331（19％）

の学協会は、SCPJ での公開は不可との回答でした。

リポジトリでの論文の公開を許諾すると回答しなが

らも、その方針を公にすることをためらう学協会も

多く、その理由からは学協会側の事情が窺えます。
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■SCPJ とは
SCPJ は、国内の学協会等の論文公開に

ついての著作権に関する方針（ポリシー）

を簡単に確認できるようにしたデータベ

ースです。

 著作権ポリシーは、SHERPA/RoMEOに

準じてGreen（査読前及び査読後論文を

許諾する）、Blue（査読後論文のみ許諾

する）、Yellow（査読前論文のみ許諾す

る）、white（認めない）、Gray（調査中）として表し、学協会名のはか、雑誌名からも

検索できるようになっています。

■機関リポジトリでの論文公開についての許諾状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査読前及び

査読後論文

査読後論文のみ
査読前論文のみ

認めない

調査中
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学協会等の著作権ポリシーデータベース (SCPJ)

　■共同構築のお願い
　　本プロジェクトでは、より多くの学協会の著作権ポリシーを掲載するために、 各機関

　　リポジトリで実施している調査結果も共有したいと考えています。SCPJ で確認でき

　　ない学協会に対して、個別の論文についての許諾を得る際には、ぜひ学協会として

　　の著作権ポリシーも質問いただき、本プロジェクトまでご連絡ください。 著作権ポリ

　　　シーについて質問する際の参考に、質問用のフォーマットを用意いたしました。

　　　SCPJ からダウンロードできます。

アンケート

無回答

SCPJ での
公開不可

SCPJ での

公開可

3％
14％

19％64％

・著作権は出版社との交渉に

 より決定されるが、著作権

 ポリシーの公開はその交渉に

 影響を与えかねない

・和文誌と英文誌とで著作権

 の扱いに不整合な部分が多々

 あり、学会としてのポリシー

 を今後検討する必要がある

・学会としての方針がまだ流動的

・短時間で回答した内容が本学会の

 ポリシーとして公開されて一人歩き

 すること に懸念

・学会と大学図書館の話し合いが必要

・著作権を巡り、学会と出版社との間

 の関係が難しい状況にきているため

・学会員の同意を得ていないため

ポリシー別

公開不可の

　  理由

・学会理事会での検討及び

 承認が必要

とは言え、学協会との根気強いやりと

りを続ける中で、アンケートの回答数

が増加するにつれて、リポジトリでの

論文の公開を許諾する学協会の数も次

第に増えつつあります。

学協会数

著作権ポリシーの推移

筑波大学附属図書館のキャラクター

ちゅーりっぷさんとがまじゃんぱー

 

 
7 月にリニューアルした SCPJ のページ

SCPJ で公開している 605

の学協会のうち約 20％（123

学協会）が、査読後または査読

前の論文の著者最終原稿の機関リ

ポジトリでの公開を許諾しています

が、24％（143 学協会）は「認めな

い」、56％（339 学協会）が「調査中」

と回答しています。これは、欧米の出版

社の約 70％が許諾している状況と比べると、

まだまだリポジトリに対する理解が得られて

いない状況であると言えます。

筑波大学附属図書館研究開発室における成果物  

■研究開発室の活動
研究開発室の中のプロジェクトの一つである「電子図書館の高次機能に関する研

究」においては、学術機関リポジトリとリソースオーガナイザーについて、それ

ぞれの概念・構想に関する基礎的な検討、電子図書館システムにおける機能の実

現と運用の方法、評価の方法等についての多角的な検討及び研究開発を行ってい

ます。

■機関リポジトリ横断検索システム（Tulips-rfs）
筑波大学学内プロジェクト「電子図書館における学術情報の組織化と発信－リソ

ースオーガナイザーの開発 ( 平成 17-19 年度 )」の研究助成を受けて開発が行われ

たもので、検索エンジンは株式会社リコーの TRMeister を使っており、国立情報

学研究所機関リポジトリポータル Junii+ や Google Scholar など、他の検索エン

ジンとの違いをお楽しみいただけます。

　■その他
　さらに、Airway 対応リンクリゾルバやフレキシブルポータルなどについても

　開発を進めています。

　

　


